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研究成果概要 

 

水中のラドン濃度を連続的に高感度で測定するための新しい水用ラドン検出器の製作が

すすめられた。これは、これまでの研究で既に開発が進められていた気体中用 80L高感

度ラドン検出器に、内面を電解研磨した ICF-203の筒をとりつけ、その中に測定したい

水の中に溶け込んでいるラドンを気体中に取り出すための膜脱気モジュールを収めた形

状になっている。製作した新しい水中ラドン検出器のバックグラウンド測定を行い、従

来の ~10 mBq/m3 に比べて、0.9～1.7 mBq/m3 (検出効率は従来の値を仮定)という低バ

ックグラウンドレベルが達成されていることを確認した。さらにラドン検出器を構成し

ている各要素のラドン放出率を測定し、主なラドン源が膜脱気モジュールであることを

明らかにし、モジュールの製造会社からの協力によりモジュールのハウジング部分をス

テンレス製に変更する改良を行った。新しく改良したモジュールを組み込んだラドン検

出器のバックグラウンドの測定を行い、0.4～0.9 mBq/m3 (検出効率は従来の値を仮定)

と連続型の水用ラドン検出器としては初めて 1 mBq/m3 を切ることに成功した。検出効

率については、同じサンプル水を従来の水用ラドン検出器と同時測定することで、従来

の検出器とほぼ同じであることが確認されている。 

さらなる低バックグラウンド化のため、膜脱気モジュールを各要素に分解したものを製

造会社から提供してもらい、各要素のラドン放出率測定を開始した。速報的な結果では

あるが、ステンレスハウジング部分を電解研磨することで、さらにバックグラウンドを

30%程度低減できる見通しを得た。 
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